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1 Pa-3　　　　　　　女子大生の脂肪酸摂収状況と季節変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ九州女短大　家政　　武藤　慶子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州女人　　家政　　石松　成子

　【　「1　的　」

　食生活の変化に伴い、脂肪の摂取量が年々上昇傾向を示し、動物性脂質の摂取比率が増大している。脂肪摂取は、成人病予防の観点から、摂収量や、エネルギー比率のみでなく
質の検討が加えられている。そこで、女子大生における脂肪酸の摂取状況の実態把握と、

季節により脂肪酸摂取状況が変化するかを検討した。
　【　方　法　】

　　K
女子大に在学する女子大生67名を対象に、平成５年７月、平成５年12月に土日を除く

連続3 11間の食事調査をおこない、栄養素等の摂収^、食iWi群別摂収唄、脂肪酸摂収量に

ついて算出した｡

　【　結　果　】

（i）栄m素摂取状況は、エネルギー夏lG65k（;al冬I653kcal、たん白質夏64.
Og冬59. 3 g、

　脂質夏53.
4 g冬59. 9 gであった。I' F C比は、夏15／29／56,冬H／32／54であった。

②　食品群別摂m状況では､’夏・冬とも野菜類乳類が食品構成より少なく、獣鳥肉類、砂

　糖類が所要量より多かった｡

③　I'／S比は、夏fl. 9、冬0.7で有意差がみられ、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸も冬

　の摂収｡量が多く有意差があった。　n
-‘6／11”一一３比は夏3.8冬4.Iであった。

陶　脂肪摂取にみられた有意差は、夏に生物や火をとおさない料理形態が多く、冬は揚げ

　物をはじめ加熱料理が多いことによると思われる｡

1 Pa－4 常食献立における11-6系列及びn-3系列多価不飽和脂肪酸含量とii-6/n-3比

　　中嶋加代子

　　（九州大）

　目的　食事のn-6/n-3比は健康を左右する重要な要因であるといわれているが、日本人

が現在、n-6系列多価不飽和脂肪酸およびn~3系列多価不飽和脂肪酸をどの程度摂取してい

るかについての報告は少ない。今回は、病院給食で実施した常食献立について、多価不飽

和脂肪酸含量を算出し、常食のn-6/n-3比に対する各食品群の貢献度を検討した。

　方法　福岡県内の３病院(A, B,C)、熊本県内の1 病院(D)、鹿児島県内の１病院(E)、合

計５病院を調査対象とし、平成５年６月１日から30日までに実施した常食献立90回食分に

使用した食品についての調査を各病院の担当栄養士に依頼した。次に、実施献立に川いた

全食品の１人１日当たりの平均可食量を基にして、日本食品脂溶性成分表および四訂日本

食品標準成分表から脂肪酸その他の含有鼠を算出し、各食品群のn-6/n-3比を求めた。

　結果　実施献立の１人１日当たりのエネルギー平均値はI929kcalであった。使用した食

品を成分表の分類に準じて18食品群に分け、各食品群の脂質含量、多価不飽和脂肪酸(PUF

k)含量、B-6系列及びn -3系列PUFA含量、n-6/n -3比を比較した。 n-6系列PUFA含量は10. 252

gであり、n-iS.として有力な食品群は油脂類(4. 275g)、豆類(I. 834g)、穀類(I. 326g)であっ

た。同様にn-3系列PUFA含量は2. 928gであり、n-i源としては油脂類(0. 822g)、豆類(0. 766

g)､魚介類(0. 750g)が有力な食品群であることがわかった。今回実施した常食献立の食品

構成において、魚介類(0.29)、藻類(0.57)、果実類(i.47)、野菜類(i.87)は常食全体のn-

6/n-3比を下げる方向に、穀類(16. 83)、卵類(13. 55)、獣鳥鯨肉｀類(1 0.93)は比を上げる方

向に貢献していることが示唆された。
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